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定例セミナー

 

お申込方法　FAX 0120-410-359まで送信してください。
お問合せ/（株）農業技術通信社「農業経営者」読者の会 事務局TEL 0120-555-184
※セミナーへの無料参加は、定期購読1件につき、1名様までです。2名様以上でお申込される場合、2人目より2,000円をいただきます。予めご了承下さい。

※セミナー受講料は定期購読者無料、一般参加者 5,000 円です。
※セミナー終了後には、懇親会（会費1,000円）を予定しております。

（『農業経営者』HP http://www.farm-biz.co.jp/ からもお申込できます）

『農業経営者』読者の会 会報

お名前

E - m a i l

ご住所　〒

TEL

FAX

セミナー音声聴講パスワード希望

■参加を希望する項目に　 して、必要事項をご記入下さい。

会社名
農場名

■いずれかに　  して、必要事項をご記入下さい。

◎セミナー参加申込

◎忘年会参加申込

◎定期購読申込月刊『農業経営者』
定期購読者無料

　　　 　　　　　〈セミナー〉

□ 11/7   （金） 丸山清明氏（16：00～18：00）

□ 11/28（金） 盛川周祐氏（16：00～18：00）

□ 12/5   （金） 鈴木博之氏（16：00～18：00）

□ 12/5（月）（16：00～20：00）　ゲスト：高橋がなり氏

〈セミナー終了後の懇親会〉

□ 参加（18：00～20：00）

□ 参加（18：00～20：00）

□ 参加（18：00～20：00）

□ 1年（12冊）　18,000円

□ 2年（24冊）　33,000円

□ 3年（36冊）　45,000円

◎シンポジウム資料請求 □ 世界を虜にするニッポン農業

□ 

※本誌セミナー（年22回）参加料込（一般5,000円／回）
※本誌セミナー全音声ダウンロード（年22回）込 
　　　　　　　　　　他、8大特典は本誌p80参照

～先駆者達から学ぶ、農産物輸出と
　Made by Japaneseの戦略～ （09年3月開催予定）

　

９
月
26
日
の
定
例
セ
ミ
ナ
ー
講
師
は
、
体

験
農
園
「
大
泉
風
の
が
っ
こ
う
」
園
主
白

石
好
孝
氏
。
同
氏
は
体
験
農
園
を
新
し
い
都

市
型
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
進
化
さ
せ
た
第

一
人
者
で
あ
る
。
若
い
頃
か
ら
練
馬
区
と
い

う
立
地
で
の
農
業
の
あ
り
か
た
に
悩
ん
だ
と

い
う
。
練
馬
区
の
農
産
物
が
市
場
で
の
競
争

力
が
弱
め
る
な
か
で
、
バ
ブ
ル
期
に
は
「
都

市
農
地
は
低
未
利
用
地
」
と
批
判
さ
れ
た
。

農
地
を
守
ろ
う
と
意
気
込
ん
で
も
近
所
か
ら

は
「
そ
う
は
言
っ
て
も
私
は
白
石
さ
ん
の
野

菜
を
食
べ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
経
験
の
な
か
で
、
都
市
で
消
費
者
を
前

に
し
て
農
業
す
る
な
ら
、
き
め
細
か
く
消
費

者
に
対
応
し
て
地
域
の
理
解
を
得
ら
れ
る
農

業
を
し
な
く
て
は
、
と
行
き
着
い
た
。

　

ふ
と
周
囲
を
見
ま
わ
す
と
、
区
が
運
営
す

る
市
民
農
園
が
流
行
っ
て
い
る
。
利
用
料
は

無
料
だ
が
、
あ
ま
り
う
ま
く
で
き
て
な
い
。

な
ら
ば
ノ
ウ
ハ
ウ
も
畑
も
提
供
す
る
野
菜
作

り
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
を
や
れ
ば
、
生

産
だ
け
の
農
業
の
替
わ
り
に
な
る
と
思
い
つ

い
た
。
そ
こ
で
区
役
所
に
、
区
が
コ
ス
ト
を

か
け
て
管
理
し
て
い
る
市
民
農
園
を
、
農
家

に
や
ら
せ
て
く
れ
と
提
案
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
出
発
し
た
農
業
体
験
農
園
は
、

い
わ
ゆ
る
市
民
農
園
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。

農
家
が
開
設
し
、
耕
作
の
主
導
権
を
持
っ
て

経
営
管
理
す
る
農
園
で
あ
り
、
生
産
緑
地
地

区
に
お
け
る
農
業
経
営
で
あ
る
。
年
間
利
用

料
は
一
区
画
約
30
㎡
で
区
民
が
３
万
１
千

【
講
師
】

白
石
好
孝
氏
（
体
験
農
園
「
大
泉 

風
の
が
っ
こ
う
」
園
主
）

【
講
師
】

白
石
好
孝
氏
（
体
験
農
園
「
大
泉 

風
の
が
っ
こ
う
」
園
主
）

5
万
人
都
市
か
ら
車
で
30
分
圏
内
な
ら
、

体
験
農
園
は
成
立
す
る

5
万
人
都
市
か
ら
車
で
30
分
圏
内
な
ら
、

体
験
農
園
は
成
立
す
る

フ
ァ
ー
ミ
ン
グ
・
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト

〜
腹
で
は
な
く
心
を
満
た
す
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
〜

第
　
回
定
例
セ
ミ
ナ
ー
報
告

22

11月7日（金）第25回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

（独）農研機構理事　中央農業総合研究センター所長

丸山清明氏（まるやま・きよあき） 　 
PROFILE
1947 年生まれ。69 年東京大学農学

部卒。74 年同大学農学系大学院修

了（農学博士）。同年農林水産省北陸

農業試験場。97 年農林水産省農林

水産技術会議事務局研究開発課長。

以後、（独）農研機構作物研究所長、

同北海道農業研究センター所長、農

林水産技術会議事務局研究総務官

等を歴任。2006 年から現職。

「日本産食材の使用量が50％を超えるお店を『緑提灯』でアピールしよ
う！」という緑提灯運動は、2005年春に北海道小樽の1号店に始まっ
た。その後、参加店舗は全国に広がり、現在は1200店舗を越えている。
ユーモアのある表現と方法で人々を巻き込んだ運動の仕掛け人、丸山清明
氏が1200張の緑提灯が灯るまでを語る。

日本の農林水産物を愛するお客様のために
～1200張の『緑提灯』が灯るまで～　

11月28日（金）第26回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

 ㈲盛川農場　代表

盛川周祐氏（もりかわ・しゅうすけ） 　 
PROFILE
1951 年岩手県生まれ。弘前大学理

学部卒業後、就農。当初は稲作がメ

インだったが、20 年ほど前から転

作田を利用した畑作にシフト。作目

は面積順に小麦、大豆、水稲、ジャガ

イモ、ハトムギなど合計 50ha。水稲

乾田直播は今年４年目で面積は３

ha。本誌「大規模輪作営農のための

乾田直播技術」に好評連載中。

稲作経営を抜本から変える革新技術として注目される乾田直播。海外マー
ケットへの進出さえも握るこの技術は、稲作経営に携わる者にとって、無
視できない存在になりつつある。グレーンドリルを用いた播種体系によ
り、コスト半減を目指した体系化試験を昨年から実施している岩手県花巻
市の盛川周祐氏が、今年の結果を報告する。

畑作の技術で水稲を！
乾田直播への挑戦



人
口
減
少
が
今
後
の
農
政
を
規
定
す
る
要
因

に
な
る
と
い
う
指
摘
か
ら
始
ま
っ
た
。
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
と
い
う
の
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ

Ａ
交
渉
で
日
本
が
農
産
物
の
関
税
引
下
げ
を

要
求
さ
れ
て
お
り
、
国
内
農
業
が
そ
れ
に
対

抗
す
る
た
め
に
は
国
内
価
格
を
引
下
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
現
実
だ
。
そ
し
て
今

　

10
月
10
日
の
定
例
セ
ミ
ナ
ー
で
は
経
済
産

業
研
究
所
上
席
研
究
員 

山
下
一
仁
氏
を
講

師
に
招
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
口
減
少
時

代
の
農
政
改
革
の
必
要
性
、
そ
の
具
体
案
と

し
て
の
生
産
調
整
の
廃
止
と
直
接
支
払
い
の

導
入
に
つ
い
て
講
演
を
頂
い
た
。

　

講
演
の
問
題
意
識
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

後
進
む
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
り
、

コ
メ
の
総
消
費
は
減
っ
て
い
く
。
試
算
で
は

現
在
の
９
０
０
万
ｔ
か
ら
３
５
０
万
ｔ
に

減
っ
て
い
く
予
想
だ
。
こ
れ
だ
と
国
内
２
７

０
万
ha
の
水
田
の
う
ち
50
万
ha
で
足
り
て

し
ま
う
。
つ
ま
り
現
行
の
生
産
調
整
１
０
０

万
ha
を
２
２
０
万
ha
へ
拡
大
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
同
氏
の
推
察
す
る
農
水
省
の
２

０
５
０
年
の
コ
メ
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
だ
が
、
果

た
し
て
こ
れ
が
本
当
に
農
政
が
も
つ
べ
き
ビ

ジ
ョ
ン
な
の
か
？

　

講
演
で
は
、
ま
ず
日
本
の
農
業
保
護
の
構

造
と
原
因
に
つ
い
て
米
国
や
Ｅ
Ｕ
と
比
較
し

な
が
ら
解
説
し
た
。
関
税
に
よ
り
高
い
価
格

で
農
業
を
保
護
し
て
い
る
消
費
者
負
担
の
部

分
は
86
〜
88
年
か
ら
06
年
に
か
け
て
米
国

37
％
↓
17
％
、
Ｅ
Ｕ
86
％
↓
45
％
、
日
本

90
％
↓
88
％
に
変
化
し
て
い
る
。
か
つ
て
日

本
と
同
程
度
だ
っ
た
Ｅ
Ｕ
は
ウ
ル
グ
ア
イ
・

ラ
ン
ド
以
降
、
穀
物
な
ど
の
価
格
を
大
幅
に

『農業経営者』読者の会 会報

2008年12～09月2月　　　　　　　　　　　　　　　　  のご案内

12月5日（金）第27回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

㈲農作業互助会 代表取締役

鈴木博之氏（すずき・ひろゆき） 　 
PROFILE
1950年福島県生まれ。76年機械の共
同利用と作業請負の任意団体を設
立。84年㈲農作業互助会を法人
化。現在では低タンパク機能性米
「春陽」や「LGCソト」など６品種
の生産と商品開発を軸に、コメの付
加価値化販売を図っている。さらに
仲間と組んで、自分達だけのオリジ
ナル品種の開発も進行中。

昨年12月、福島県大玉村に団子屋「ままや」がオープンした。ただの団子
ではない。生活習慣病に対する食事療法に有効とされる低タンパク米「Ｌ
ＧＣソフト」の団子だ。この品種はうるちだが、特殊な加工方法で餅と同
じ食感にできる。また団子に加工すれば、周年で売れる。農業経営者によ
る機能性食品開発の可能性の広がりを、そのパイオニアが紹介する。

農業経営者だからできる
機能性食品開発の可能性

世界を虜にするニッポン農業

定例セミナー・忘年会・シンポジウム 農
業
を
保
護
す
る
こ
と
と
、

ど
の
よ
う
に
保
護
す
る
か
は
別
の
問
題
だ

１
千
円
、
区
外
利
用
者
は
４
万
３
千
円
。
こ

れ
は
土
地
の
賃
貸
料
で
は
な
く
、
入
園
料
と

野
菜
収
穫
代
金
、
つ
ま
り
収
穫
物
の
代
金
先

払
い
で
あ
る
。
園
主
が
定
期
的
に
講
習
会
を

開
催
し
て
、
利
用
者
は
講
習
会
を
聞
い
た
あ

と
自
分
の
区
画
で
作
業
す
る
。
園
主
は
収
穫

祭
や
交
流
会
と
い
っ
た
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
も

行
う
。
同
氏
は
現
在
１
２
５
区
画
を
運
営
、

売
上
は
反
当
約
１
０
０
万
円
、
コ
ス
ト
は
約

３
割
だ
。
利
用
者
側
は
、
野
菜
の
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
得
る
だ
け
で
は
な
い
。
会
社
勤
め

の
中
高
年
に
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

も
提
供
し
て
い
る
。
あ
る
利
用
者
が
収
穫
物

を
小
売
価
格
に
換
算
し
た
ら
８
万
円
相
当

だ
っ
た
と
い
う
か
ら
実
利
も
相
当
だ
。
し
か

し
真
の
醍
醐
味
は
、
そ
の
先
に
あ
る
。

「
初
め
て
種
を
播
い
た
人
が
、
発
芽
し
て
い

る
の
を
み
て
感
動
し
、
私
に
感
謝
し
て
く
れ

る
ん
で
す
。
新
鮮
な
驚
き
で
あ
っ
た
と
共
に

農
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
」

　

農
業
体
験
農
園
の
シ
ス
テ
ム
は
今
、
３
大

都
市
圏
を
中
心
に
60
農
場
に
展
開
し
て
い

る
。
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
無
償
の
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
と
し
て
提
供
さ
れ
て
全
国
展
開
中
だ
。

「
人
口
５
万
人
の
都
市
か
ら
車
で
30
分
圏
内

な
ら
体
験
農
園
は
成
立
す
る
。
小
さ
な
農
家

が
経
営
と
し
て
十
分
成
立
し
て
、
な
お
か
つ

農
業
に
誇
り
を
見
出
し
な
が
ら
、
消
費
者
に

き
ち
ん
と
農
業
を
伝
え
る
。
そ
ん
な
仕
組
み

に
し
て
い
き
た
い
」

引
下
げ
て
、
農
家
に
対
す
る
直
接
支
払
い
で

補
う
改
革
を
行
な
っ
た
。
価
格
が
高
い
か
ら

過
剰
が
生
じ
、
価
格
が
下
が
れ
ば
過
剰
は
減

る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
米
国
か
ら
輸
入
し
て

い
た
飼
料
用
穀
物
に
、
備
蓄
し
て
い
た
穀
物

在
庫
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
膨
大
な
在

庫
を
消
化
す
る
効
果
も
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
の
事

例
は
、
価
格
を
引
下
げ
る
こ
と
で
消
費
が
増

加
し
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　

こ
れ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
農
業
を

保
護
す
る
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
保

護
す
る
か
は
別
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

目
的
と
す
べ
き
は
農
業
の
発
展
や
国
民
へ
の

食
料
の
安
定
供
給
で
あ
っ
て
関
税
の
維
持
で

は
な
い
。
価
格
維
持
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
コ
メ

の
生
産
調
整
（
減
反
）
や
他
の
価
格
支
持
政

策
の
段
階
的
廃
止
で
価
格
低
下
を
誘
導
し
、

高
コ
ス
ト
の
零
細
兼
業
農
家
は
農
地
を
貸
し

出
す
よ
う
に
し
て
、
直
接
支
払
い
を
一
定
規

模
以
上
の
企
業
的
農
家
に
交
付
す
る
。
こ
れ

で
企
業
的
農
家
の
地
代
支
払
能
力
を
向
上
し

て
、
規
模
拡
大
に
よ
る
効
率
化
と
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
は
か
る
。
価
格
が
国
際
価
格
に
近
づ

け
ば
、
輸
出
に
よ
る
国
産
農
産
物
の
需
要
は

拡
大
す
る
。
同
氏
の
試
算
で
は
、
コ
メ
の
直

接
支
払
い
所
用
額
は
、
現
在
生
産
調
整
に
か

け
て
い
る
額
と
同
額
で
あ
る
と
い
う
。
同
じ

金
を
か
け
て
消
費
者
価
格
は
低
下
し
て
、
さ

ら
に
先
般
の
事
故
米
の
原
因
と
な
っ
た
ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
も
輸
入
し
な
く
て
済
む
。

よ
り
詳
し
い
内
容
は
、
セ
ミ
ナ
ー
音
声
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
確
認
し
て
欲
し
い
。

理路整然とした講義に参加読者からは「現在の
経営を続ける勇気がわいた」「日頃の疑問に簡
明な解答を得られた」と感想が寄せられた。

ウクライナで大豆栽培に取り組む木村慎一さん一行（08年4月）

　2009年3月、農産物輸出とMade by Japaneseを実践して

きた農業経営者を発表者に迎えてシンポジウムを開催しま

す。世界というステージで、日本農業や日本人が持ってい

る可能性を自覚し、我々に何ができるのか、何が不足して

いるのか語ります。ご関心のある方は次ページ申込書で資

料請求をお申込み下さい。

～先駆者達から学ぶ、農産物輸出と
　　　　　　     Made by Japaneseの戦略～

シ ン ポ ジ ウ ム の お 知 ら せ 2009年 3月開催予定

生
産
調
整
の
廃
止
と
直
接
支
払
い
の
導
入
が

日
本
農
業
を
再
生
す
る
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今年の忘年会では、本誌連載中「アグリの猫」で

お馴染みの高橋がなり氏をゲストに招待します。

まずは「いつも農家の前では遠慮しているので、

経営者という土俵で本音で話させてもらいたい」

という同氏のライブトーク、続いて本誌読者との

ガチンコ舌戦！場外乱闘編へ。同氏の隠れファン

派はもちろん、ひとこと物申したい派、様子見て

考える慎重派、すかさず野菜を売り込む野心派な

ど、皆様のご参加をお待ちしています！

（独）



人
口
減
少
が
今
後
の
農
政
を
規
定
す
る
要
因

に
な
る
と
い
う
指
摘
か
ら
始
ま
っ
た
。
「
グ

ロ
ー
バ
ル
化
」
と
い
う
の
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
・
Ｆ
Ｔ

Ａ
交
渉
で
日
本
が
農
産
物
の
関
税
引
下
げ
を

要
求
さ
れ
て
お
り
、
国
内
農
業
が
そ
れ
に
対

抗
す
る
た
め
に
は
国
内
価
格
を
引
下
げ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
い
う
現
実
だ
。
そ
し
て
今

　

10
月
10
日
の
定
例
セ
ミ
ナ
ー
で
は
経
済
産

業
研
究
所
上
席
研
究
員 

山
下
一
仁
氏
を
講

師
に
招
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
人
口
減
少
時

代
の
農
政
改
革
の
必
要
性
、
そ
の
具
体
案
と

し
て
の
生
産
調
整
の
廃
止
と
直
接
支
払
い
の

導
入
に
つ
い
て
講
演
を
頂
い
た
。

　

講
演
の
問
題
意
識
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と

後
進
む
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
り
、

コ
メ
の
総
消
費
は
減
っ
て
い
く
。
試
算
で
は

現
在
の
９
０
０
万
ｔ
か
ら
３
５
０
万
ｔ
に

減
っ
て
い
く
予
想
だ
。
こ
れ
だ
と
国
内
２
７

０
万
ha
の
水
田
の
う
ち
50
万
ha
で
足
り
て

し
ま
う
。
つ
ま
り
現
行
の
生
産
調
整
１
０
０

万
ha
を
２
２
０
万
ha
へ
拡
大
す
る
必
要
が
あ

る
。
こ
れ
が
同
氏
の
推
察
す
る
農
水
省
の
２

０
５
０
年
の
コ
メ
産
業
ビ
ジ
ョ
ン
だ
が
、
果

た
し
て
こ
れ
が
本
当
に
農
政
が
も
つ
べ
き
ビ

ジ
ョ
ン
な
の
か
？

　

講
演
で
は
、
ま
ず
日
本
の
農
業
保
護
の
構

造
と
原
因
に
つ
い
て
米
国
や
Ｅ
Ｕ
と
比
較
し

な
が
ら
解
説
し
た
。
関
税
に
よ
り
高
い
価
格

で
農
業
を
保
護
し
て
い
る
消
費
者
負
担
の
部

分
は
86
〜
88
年
か
ら
06
年
に
か
け
て
米
国

37
％
↓
17
％
、
Ｅ
Ｕ
86
％
↓
45
％
、
日
本

90
％
↓
88
％
に
変
化
し
て
い
る
。
か
つ
て
日

本
と
同
程
度
だ
っ
た
Ｅ
Ｕ
は
ウ
ル
グ
ア
イ
・

ラ
ン
ド
以
降
、
穀
物
な
ど
の
価
格
を
大
幅
に

『農業経営者』読者の会 会報

2008年12～09月2月　　　　　　　　　　　　　　　　  のご案内

12月5日（金）第27回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

㈲農作業互助会 代表取締役

鈴木博之氏（すずき・ひろゆき） 　 
PROFILE
1950年福島県生まれ。76年機械の共
同利用と作業請負の任意団体を設
立。84年㈲農作業互助会を法人
化。現在では低タンパク機能性米
「春陽」や「LGCソト」など６品種
の生産と商品開発を軸に、コメの付
加価値化販売を図っている。さらに
仲間と組んで、自分達だけのオリジ
ナル品種の開発も進行中。

昨年12月、福島県大玉村に団子屋「ままや」がオープンした。ただの団子
ではない。生活習慣病に対する食事療法に有効とされる低タンパク米「Ｌ
ＧＣソフト」の団子だ。この品種はうるちだが、特殊な加工方法で餅と同
じ食感にできる。また団子に加工すれば、周年で売れる。農業経営者によ
る機能性食品開発の可能性の広がりを、そのパイオニアが紹介する。

農業経営者だからできる
機能性食品開発の可能性

世界を虜にするニッポン農業

定例セミナー・忘年会・シンポジウム 農
業
を
保
護
す
る
こ
と
と
、

ど
の
よ
う
に
保
護
す
る
か
は
別
の
問
題
だ

１
千
円
、
区
外
利
用
者
は
４
万
３
千
円
。
こ

れ
は
土
地
の
賃
貸
料
で
は
な
く
、
入
園
料
と

野
菜
収
穫
代
金
、
つ
ま
り
収
穫
物
の
代
金
先

払
い
で
あ
る
。
園
主
が
定
期
的
に
講
習
会
を

開
催
し
て
、
利
用
者
は
講
習
会
を
聞
い
た
あ

と
自
分
の
区
画
で
作
業
す
る
。
園
主
は
収
穫

祭
や
交
流
会
と
い
っ
た
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
も

行
う
。
同
氏
は
現
在
１
２
５
区
画
を
運
営
、

売
上
は
反
当
約
１
０
０
万
円
、
コ
ス
ト
は
約

３
割
だ
。
利
用
者
側
は
、
野
菜
の
い
ろ
い
ろ

な
情
報
を
得
る
だ
け
で
は
な
い
。
会
社
勤
め

の
中
高
年
に
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

も
提
供
し
て
い
る
。
あ
る
利
用
者
が
収
穫
物

を
小
売
価
格
に
換
算
し
た
ら
８
万
円
相
当

だ
っ
た
と
い
う
か
ら
実
利
も
相
当
だ
。
し
か

し
真
の
醍
醐
味
は
、
そ
の
先
に
あ
る
。

「
初
め
て
種
を
播
い
た
人
が
、
発
芽
し
て
い

る
の
を
み
て
感
動
し
、
私
に
感
謝
し
て
く
れ

る
ん
で
す
。
新
鮮
な
驚
き
で
あ
っ
た
と
共
に

農
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
感
じ
ま
し
た
」

　

農
業
体
験
農
園
の
シ
ス
テ
ム
は
今
、
３
大

都
市
圏
を
中
心
に
60
農
場
に
展
開
し
て
い

る
。
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
は
無
償
の
フ
ラ
ン
チ
ャ

イ
ズ
と
し
て
提
供
さ
れ
て
全
国
展
開
中
だ
。

「
人
口
５
万
人
の
都
市
か
ら
車
で
30
分
圏
内

な
ら
体
験
農
園
は
成
立
す
る
。
小
さ
な
農
家

が
経
営
と
し
て
十
分
成
立
し
て
、
な
お
か
つ

農
業
に
誇
り
を
見
出
し
な
が
ら
、
消
費
者
に

き
ち
ん
と
農
業
を
伝
え
る
。
そ
ん
な
仕
組
み

に
し
て
い
き
た
い
」

引
下
げ
て
、
農
家
に
対
す
る
直
接
支
払
い
で

補
う
改
革
を
行
な
っ
た
。
価
格
が
高
い
か
ら

過
剰
が
生
じ
、
価
格
が
下
が
れ
ば
過
剰
は
減

る
。
ま
た
、
そ
れ
ま
で
米
国
か
ら
輸
入
し
て

い
た
飼
料
用
穀
物
に
、
備
蓄
し
て
い
た
穀
物

在
庫
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
膨
大
な
在

庫
を
消
化
す
る
効
果
も
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｕ
の
事

例
は
、
価
格
を
引
下
げ
る
こ
と
で
消
費
が
増

加
し
た
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

　

こ
れ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
農
業
を

保
護
す
る
こ
と
と
、
ど
の
よ
う
な
手
段
で
保

護
す
る
か
は
別
の
問
題
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

目
的
と
す
べ
き
は
農
業
の
発
展
や
国
民
へ
の

食
料
の
安
定
供
給
で
あ
っ
て
関
税
の
維
持
で

は
な
い
。
価
格
維
持
カ
ル
テ
ル
で
あ
る
コ
メ

の
生
産
調
整
（
減
反
）
や
他
の
価
格
支
持
政

策
の
段
階
的
廃
止
で
価
格
低
下
を
誘
導
し
、

高
コ
ス
ト
の
零
細
兼
業
農
家
は
農
地
を
貸
し

出
す
よ
う
に
し
て
、
直
接
支
払
い
を
一
定
規

模
以
上
の
企
業
的
農
家
に
交
付
す
る
。
こ
れ

で
企
業
的
農
家
の
地
代
支
払
能
力
を
向
上
し

て
、
規
模
拡
大
に
よ
る
効
率
化
と
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
を
は
か
る
。
価
格
が
国
際
価
格
に
近
づ

け
ば
、
輸
出
に
よ
る
国
産
農
産
物
の
需
要
は

拡
大
す
る
。
同
氏
の
試
算
で
は
、
コ
メ
の
直

接
支
払
い
所
用
額
は
、
現
在
生
産
調
整
に
か

け
て
い
る
額
と
同
額
で
あ
る
と
い
う
。
同
じ

金
を
か
け
て
消
費
者
価
格
は
低
下
し
て
、
さ

ら
に
先
般
の
事
故
米
の
原
因
と
な
っ
た
ミ
ニ

マ
ム
ア
ク
セ
ス
米
も
輸
入
し
な
く
て
済
む
。

よ
り
詳
し
い
内
容
は
、
セ
ミ
ナ
ー
音
声
の
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
確
認
し
て
欲
し
い
。

理路整然とした講義に参加読者からは「現在の
経営を続ける勇気がわいた」「日頃の疑問に簡
明な解答を得られた」と感想が寄せられた。

ウクライナで大豆栽培に取り組む木村慎一さん一行（08年4月）

　2009年3月、農産物輸出とMade by Japaneseを実践して

きた農業経営者を発表者に迎えてシンポジウムを開催しま

す。世界というステージで、日本農業や日本人が持ってい

る可能性を自覚し、我々に何ができるのか、何が不足して

いるのか語ります。ご関心のある方は次ページ申込書で資

料請求をお申込み下さい。

～先駆者達から学ぶ、農産物輸出と
　　　　　　     Made by Japaneseの戦略～

シ ン ポ ジ ウ ム の お 知 ら せ 2009年 3月開催予定

生
産
調
整
の
廃
止
と
直
接
支
払
い
の
導
入
が

日
本
農
業
を
再
生
す
る
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今年の忘年会では、本誌連載中「アグリの猫」で

お馴染みの高橋がなり氏をゲストに招待します。

まずは「いつも農家の前では遠慮しているので、

経営者という土俵で本音で話させてもらいたい」

という同氏のライブトーク、続いて本誌読者との

ガチンコ舌戦！場外乱闘編へ。同氏の隠れファン

派はもちろん、ひとこと物申したい派、様子見て

考える慎重派、すかさず野菜を売り込む野心派な

ど、皆様のご参加をお待ちしています！

（独）
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定例セミナー

 

お申込方法　FAX 0120-410-359まで送信してください。
お問合せ/（株）農業技術通信社「農業経営者」読者の会 事務局TEL 0120-555-184
※セミナーへの無料参加は、定期購読1件につき、1名様までです。2名様以上でお申込される場合、2人目より2,000円をいただきます。予めご了承下さい。

※セミナー受講料は定期購読者無料、一般参加者 5,000 円です。
※セミナー終了後には、懇親会（会費1,000円）を予定しております。

（『農業経営者』HP http://www.farm-biz.co.jp/ からもお申込できます）

『農業経営者』読者の会 会報

お名前

E - m a i l

ご住所　〒

TEL

FAX

セミナー音声聴講パスワード希望

■参加を希望する項目に　 して、必要事項をご記入下さい。

会社名
農場名

■いずれかに　  して、必要事項をご記入下さい。

◎セミナー参加申込

◎忘年会参加申込

◎定期購読申込月刊『農業経営者』
定期購読者無料

　　　 　　　　　〈セミナー〉

□ 11/7   （金） 丸山清明氏（16：00～18：00）

□ 11/28（金） 盛川周祐氏（16：00～18：00）

□ 12/5   （金） 鈴木博之氏（16：00～18：00）

□ 12/15（月）（16：00～20：00）　ゲスト：高橋がなり氏

〈セミナー終了後の懇親会〉

□ 参加（18：00～20：00）

□ 参加（18：00～20：00）

□ 参加（18：00～20：00）

□ 1年（12冊）　18,000円

□ 2年（24冊）　33,000円

□ 3年（36冊）　45,000円

◎シンポジウム資料請求 □ 世界を虜にするニッポン農業

□ 

※本誌セミナー（年22回）参加料込（一般5,000円／回）
※本誌セミナー全音声ダウンロード（年22回）込 
　　　　　　　　　　他、8大特典は本誌p80参照

～先駆者達から学ぶ、農産物輸出と
　Made by Japaneseの戦略～ （09年3月開催予定）

　

９
月
26
日
の
定
例
セ
ミ
ナ
ー
講
師
は
、
体

験
農
園
「
大
泉
風
の
が
っ
こ
う
」
園
主
白

石
好
孝
氏
。
同
氏
は
体
験
農
園
を
新
し
い
都

市
型
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
進
化
さ
せ
た
第

一
人
者
で
あ
る
。
若
い
頃
か
ら
練
馬
区
と
い

う
立
地
で
の
農
業
の
あ
り
か
た
に
悩
ん
だ
と

い
う
。
練
馬
区
の
農
産
物
が
市
場
で
の
競
争

力
が
弱
め
る
な
か
で
、
バ
ブ
ル
期
に
は
「
都

市
農
地
は
低
未
利
用
地
」
と
批
判
さ
れ
た
。

農
地
を
守
ろ
う
と
意
気
込
ん
で
も
近
所
か
ら

は
「
そ
う
は
言
っ
て
も
私
は
白
石
さ
ん
の
野

菜
を
食
べ
て
い
な
い
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ

ら
の
経
験
の
な
か
で
、
都
市
で
消
費
者
を
前

に
し
て
農
業
す
る
な
ら
、
き
め
細
か
く
消
費

者
に
対
応
し
て
地
域
の
理
解
を
得
ら
れ
る
農

業
を
し
な
く
て
は
、
と
行
き
着
い
た
。

　

ふ
と
周
囲
を
見
ま
わ
す
と
、
区
が
運
営
す

る
市
民
農
園
が
流
行
っ
て
い
る
。
利
用
料
は

無
料
だ
が
、
あ
ま
り
う
ま
く
で
き
て
な
い
。

な
ら
ば
ノ
ウ
ハ
ウ
も
畑
も
提
供
す
る
野
菜
作

り
の
カ
ル
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル
を
や
れ
ば
、
生

産
だ
け
の
農
業
の
替
わ
り
に
な
る
と
思
い
つ

い
た
。
そ
こ
で
区
役
所
に
、
区
が
コ
ス
ト
を

か
け
て
管
理
し
て
い
る
市
民
農
園
を
、
農
家

に
や
ら
せ
て
く
れ
と
提
案
し
た
。

　

そ
こ
か
ら
出
発
し
た
農
業
体
験
農
園
は
、

い
わ
ゆ
る
市
民
農
園
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。

農
家
が
開
設
し
、
耕
作
の
主
導
権
を
持
っ
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11月7日（金）第25回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

（独）農研機構理事　中央農業総合研究センター所長

丸山清明氏（まるやま・きよあき） 　 
PROFILE
1947 年生まれ。69 年東京大学農学

部卒。74 年同大学農学系大学院修

了（農学博士）。同年農林水産省北陸

農業試験場。97 年農林水産省農林

水産技術会議事務局研究開発課長。

以後、（独）農研機構作物研究所長、

同北海道農業研究センター所長、農

林水産技術会議事務局研究総務官

等を歴任。2006 年から現職。

「日本産食材の使用量が50％を超えるお店を『緑提灯』でアピールしよ
う！」という緑提灯運動は、2005年春に北海道小樽の1号店に始まっ
た。その後、参加店舗は全国に広がり、現在は1200店舗を越えている。
ユーモアのある表現と方法で人々を巻き込んだ運動の仕掛け人、丸山清明
氏が1200張の緑提灯が灯るまでを語る。

日本の農林水産物を愛するお客様のために
～1200張の『緑提灯』が灯るまで～　

11月28日（金）第26回 16：00～18：00
会場：㈱農業技術通信社内セミナールーム

 ㈲盛川農場　代表

盛川周祐氏（もりかわ・しゅうすけ） 　 
PROFILE
1951 年岩手県生まれ。弘前大学理

学部卒業後、就農。当初は稲作がメ

インだったが、20 年ほど前から転

作田を利用した畑作にシフト。作目

は面積順に小麦、大豆、水稲、ジャガ

イモ、ハトムギなど合計 50ha。水稲

乾田直播は今年４年目で面積は３

ha。本誌「大規模輪作営農のための

乾田直播技術」に好評連載中。

稲作経営を抜本から変える革新技術として注目される乾田直播。海外マー
ケットへの進出さえも握るこの技術は、稲作経営に携わる者にとって、無
視できない存在になりつつある。グレーンドリルを用いた播種体系によ
り、コスト半減を目指した体系化試験を昨年から実施している岩手県花巻
市の盛川周祐氏が、今年の結果を報告する。

畑作の技術で水稲を！
乾田直播への挑戦
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